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はじめに 

町教育委員会は、令和元年度に令和6年度までの5年間を計画期間とする「安田町教育振興基

本計画(2020～2024年度)」を策定しました。 

この計画の基本理念である『夢と志を持ち可能性に挑戦して、ふるさと安田の未来を拓く人

を育てる』ために「学ぶ意欲にあふれ豊かな心で自ら課題を見出し、解決する力を育む教育の

推進」と「生涯にわたって健康でいきいきとかがやき、学び続ける教育の推進」を基本理念の

実現に向けた取組の体系として、次代を担う子どもや若者たちが安田町を愛し、人間性豊かな

自立した人として成長できるよう学校並びに社会教育の充実を推進するとともに、豊かな自然

の恵みを身近に学べる環境の充実を図り、誰もが生涯を通じて学び、支え合うことができる取

組を進めてまいりました。 

 

一方、少子・高齢化の進行やグローバル化・情報化の進展、新型コロナウイルス感染症の影

響により、学校の臨時休業や「学校の新しい生活様式」の徹底など、教育をめぐる社会環境が

大きく変化しました。超スマート社会(society5.0)の実現に向け、人工知能（AI）やビックデ

ータの活用などの技術革新が急速に進む中において、変化を前向きに受け止め、豊かな人生を

生き抜くためには、教育の果たす役割が極めて重要であるという認識のもと、新しい時代に本

町の子どもたちが自らの夢や志を実現して、持続可能な社会の創り手として社会の維持・発展

を担う人材として育成する必要があります。 

また、新たな計画の策定にあたっては、これまで同様に目指すべき教育の方向は国及び高知

県と同様であるべきという観点から、策定済みである国の「第４期教育振興基本計画」（2023-

2027年度）、高知県の「第４期教育振興基本計画」(令和６年度～令和9年度)を参酌する必要

もあります。 

 

以上のことを踏まえ、「安田町教育振興基本計画」(2025～2029年度)は、これまでの計画

の点検・評価を行うとともに、町総合振興計画及びまち・ひと・しごと創生総合戦略の各種施

策との整合性を図りながら、2025年度から５年間における安田町の教育の目指すべき姿と方

向性を定めるものであります。 

これまで同様に「人づくりの基本は教育であり、人づくりがまちづくりの原点である」とい

う考え方のもと、この計画の基本理念であります「心豊かでたくましく、高い志を掲げ、ふる

さと安田の未来を拓く人を育てる」こと に取り組んでいきますので、本計画の内容をご理解い

ただき、学校、家庭、そして地域・社会の協働による人づくりの実践に、さらなるご支援とご

協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

令和7年３月 

安田町教育委員会 
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第１章 安田町教育振興基本計画の背景と策定  

１ 教育をめぐる社会情勢  

現代は将来の予測が困難な時代であり、その特徴である変動性、不確実性、複雑性、曖昧

性の頭文字を取って「VUCA」の時代とも言われています。超スマート社会（Society5.0）

の実現に向けての技術改革や少子化・人口減少や高齢化、グローバル化の進展と国際的な地

位の低下や地球規模の課題と子どもの貧困格差、地域間格差、社会のつながりの希薄化など

社会の課題がある中、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響及びロシアのウクライナ

侵略による国際情勢の不安定化は、まさに予測困難な時代を象徴するような事態でありまし

た。 

このように教育を取り巻く環境が大きく変化する時期にあって、豊かな人生を生き抜くた

めには、教育の果たす役割が極めて重要であるという認識のもと、新しい時代に本町の子ど

もたちが自らの夢や志を実現して、持続可能な社会の創り手として社会の維持・発展を担う

人材として育成する必要があります。 

また、近年頻発している自然災害、近い将来必ずやって来るといわれている南海トラフ地

震や、通学登下校中の児童・生徒の安全確保・防犯対策として、安全・安心な施設整備及び

防災教育をより一層推進することも急務となっています。 

こうした環境の変化やニーズに的確に対応するため、豊かな自然の恵みや幕末から明治の

動乱期に活躍した多くの先人によって育まれた安田文化など、本町の特徴を生かした効果的

な教育施策を着実に実施することが必要です。 

 

２ 位置付け 

この計画は、町総合振興計画及びまち・ひと・しごと創生総合戦略と整合を図るとともに、 

国及び高知県の教育等の振興に関する大綱及び教育振興基本計画も参酌し、かつ歩調を合わ

せ、本町が目指す教育、学術及び文化の振興に関する基本理念や基本目標を明らかにしたう

えで、教育基本法第17条第２項の規定に基づき本町の実情に応じた教育の振興のための施

策に関する基本的な計画を定めたものです。 

※教育基本法（平成18年12月22日法律第120号）抜粋 

    （教育振興基本計画） 

    第17条 政府は、教育の振興に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、教育の振興に関する施策

についての基本的な方針及び講ずべき施策その他必要な事項について、基本的な計画を定め、これを国会

に報告するとともに、公表しなければならない。 

    ２ 地方公共団体は、前項の計画を参酌し、その地域の実情に応じ、当該地方公共団体における教育の振興

のための施策に関する基本的な計画を定めるよう努めなければならない。 
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３ 基本計画の構成と期間 

基本計画の構成と期間は次のとおりとします。 

① 基本計画の構成 

◆基本理念…町教育が目指すべき人間像を示します。 

◆基本目標…知、徳、体の分野ごとに数値目標を設定して、これを基本理念の実現に

向けた取組の基本目標とします。 

◆施策体系…基本理念の実現に向けた取組の体系。 

◆施策方針…基本理念の実現に向けた取組の方針。 

◆実施計画…具体的な事業計画です。(毎年度作成) 

 

② 基本計画の期間 

基本計画の期間は、町総合振興計画及びまち・ひと・しごと創生総合戦略との整合性

を保つため、2025年度から2029年度までの５年間とします。 

 

４ 基本計画の進捗管理 

基本計画に掲げた施策の進捗状況等は、基本目標の達成状況等を毎年度点検、検証しな 

がら町総合教育会議において協議、確認を行います。 

なお、この基本計画に定める施策等については、国並びに高知県の教育改革の動向や施策

の進捗状況等を勘案し、適宜、見直しを行います。 

 

  

＜参考＞ 

地方公共団体において、教育基本法第17条第２項に規定する教育振興基本計画その他の計画を定めてい

る場合には、その中の目標や施策の根本となる方針の部分が大綱に該当すると位置付けることができると考

えられることから、地方公共団体の⾧が、総合教育会議において教育委員会と協議・調整し、当該計画をも

って大綱に代えることと判断した場合には、別途、大綱を策定する必要はないこと。（H26.7.17文部科学省

初等中等局⾧通知(抜粋)） 
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《参考:国、県の動向》 

（１）国の動向 

① 教育基本法の改正 

昭和 22 年に制定された「教育基本法」が約 60 年ぶりに全面改正され、教育の目的

や理念、教育の実施に関する基本を定めた新たな「教育基本法」が平成 18 年 12 月に

施行されました。 

生涯学習の理念や家庭教育、学校、家庭、地域・社会との連携協力、国及び地方公共

団体の責務等を盛り込むとともに、新たに「地方公共団体は、国の計画を参酌し、その

地域の実情に応じ、教育振興基本計画を定めるよう努めなければならない」と規定され

ました。 

 

② 教育関係法の改正 

教育基本法の改正を受け、平成 19 年 6 月には「学校教育法」「地方教育行政の組織

及び運営に関する法律」「教育職員免許法」及び「教育公務員特例法」の教育関係法も

改正されました。 

 

【学校教育法の改正骨子の概要】 

改正教育基本法の新しい教育理念を踏まえ、新たに義務教育の目標を定めるとと

もに、幼稚園から大学までの各学校種の目的・目標の見直し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正骨子の概要】 

教育における国、教育委員会、学校の責任を明確にし、保護者が安心して子ども

を学校に預けうる体制の構築 

 

 

※小中一貫教育の制度化 

小・中学校の 9 年間の義務教育を一貫して行う「義務教育学校」を制度化する改正教育法

が平成 28 年 4 月から施行されました。 

義務教育学校は地域の実情に応じ、学年の区切りを「4・3・2」や「5・4」など、柔軟に

変更できることとなります。従来の「6・3」制で課題に挙げられてきた、中学校に進学した

際にいじめや不登校が増加する「中一ギャップ」や子どもの発達の早期化に対応できていな

い点など、これらの課題解決や学力向上のための有効な対策として、制度化により一貫教育

の浸透を図ることとしています。 
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【教育職員免許法及び教育公務員特例法の改正骨子の概要】 

教員免許更新制を導入し、あわせて指導が不適切な教員の人事管理を厳格化し、

教員に対する信頼を確立する仕組みの構築 

 

③ 学習指導要領の改訂・全面実施 

平成 30 年に学習指導要領が改訂され、幼稚園は平成 30 年度から、小学校は令和 2

年度から、中学校は令和 3 年度から実施されています。 

新学習指導要領では、知・徳・体にわたる「生きる力」を育むために「何のために学

ぶのか」という各教科等を学ぶ意義を共有しながら、全ての教科等の目標及び内容を「知

識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、人間性等」の三つの柱

に再整理して、子どもたちが未来社会を切り拓くための資質・能力を一層確実に育成す

ることなどが示されています。 

教育内容に関する主な改訂事項としては、言語能力の確実な育成、情報活用能力の育

成、理数教育の充実、伝統や文化に関する教育の充実、体験活動の充実、外国語教育の

充実、道徳教育の充実などが示されています。 

 

④ 国の第 4 期教育振興基本計画 

令和 5(2023)年度から令和 9(2027)年度までを計画期間とする第 4 期教育振興基

本計画を策定し、中央教育審議会の答申に基づき令和 5 年６月１6 日に閣議決定しまし

た。 

この計画は５つの基本的な方針として、「１：グローバル化する社会の持続的な発展

に向けて学び続ける人材の育成」「２：誰一人取り残されず、全ての人の可能性を引き

出す共生社会の実現に向けた教育の推進」「３：地域や家庭で共に学び支え合う社会の

実現に向けた教育の推進」「４：教育デジタルトランスフォーメーション(DX)の推進」

※教育委員会制度改革 

教育の政治的中立性、継続性・安定性を確保しつつ、首⾧との連携強化や地方教育行政に

おける責任の明確化等の見直しを図るなどの観点から、「地方教育行政の組織及び運営に関

する法律」が一部改正され、平成２７年４月に施行されました。 

この一部改正により、教育⾧と教育委員⾧を一本化した新教育⾧の設置により、第一義的

な責任者が教育⾧であることが明確化されました。また、首⾧が主宰し、首⾧と教育委員を

メンバーとする「総合教育会議」が設置され、首⾧が教育行政に果たす責任や役割が明確に

なるとともに、首⾧が公の場で教育政策について議論することが可能となりました。 
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「５：計画の実効性確保のための基盤整備・対話」を位置づけるとともに、第２期計画

において掲げられ、第３期計画においてもその理念が継承された「自立」「協働」「創

造」については、「自立」と「協働」は個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実に

対応する方向性であり、「創造」は主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善か

らもたらされるものであり、これまでの計画の基軸を発展的に継承し、誰もが地域や社

会とのつながりや国際的なつながりを持つことができるような教育を推進することで、

2040 年以降の社会を展望した教育施策の取組を行う計画となっています。 

 

⑤ その他、関連する法案、取組等 

平成 24 年 8 月には、就学前の子どもに対する教育の視点も盛り込まれた次の「子ど

も・子育て関連３法」が参議院本会議で可決・成立しました。 

◆子ども・子育て支援法 

◆認定こども園法の一部改正法  

◆子ども・子育て支援法及び認定こども園法の一部改正法の施行に伴う関係法律の 

整備等に関する法律  

また、学校のいじめ問題が深刻化する中、「いじめ防止対策推進法」の施行３年後の

見直し規定を踏まえ、平成 29 年３月には、「いじめの防止等のための基本的な方針」

の改定及び「いじめの重大事態の調査に関するガイドライン」の策定が行われました。 

法施行後もいじめが関係しているとみられる子どもの自殺が起きており、引き続き学

校現場の意識改革や取組の徹底が課題だとされています。 

このことから国は、いじめを積極的に認知するよう通知等で指導助言しており、いじ

めの認知件数は増加しています。今後も積極的な認知をさらに進め、法に基づく学校の

基本方針や組織が実効的に機能するよう、取組状況の把握、検証を進めることとしてい

ます。 

※「安田町いじめ防止基本方針」 

…平成 26 年 4 月施行、平成 30 年 3 月一部改定、令和 7 年 2 月一部改定 

 

◆生徒指導提要の改訂 

    令和４年 12 月、小学校段階から高等学校段階までの生徒指導の論理・考え方や実際

の指導方法等について、時代の変化に即して網羅的にまとめ、生徒指導の実践に際し教

職員間や学校間で共通理解を図り、組織的・体系的な取組を進めることができるよう、

生徒指導に関する学校・教職員向けの基本書として作成された「生徒指導提要」が、12

年ぶりに改訂されました。これは平成 22 年に作成以降に、「いじめ防止対策推進法」

等の関係法規の成立など学校・生徒指導を取り巻く環境が大きく変化するとともに、生

徒指導上の課題がより一層深刻化している状況にあることを踏まえ、生徒指導の基本的
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な考え方や取組の方向性等を再整理し、今日的な課題に対応していくため改訂されてい

ます。   

 

◆こども基本法 

    これまで、子どもに関する各般の施策の充実に取り組んできましたが、少子化の進行、

人口減少に歯止めがかからず、児童虐待相談や不登校の件数が過去最多になるなど、子

どもを取り巻く状況は深刻で、コロナ禍がそうした状況に拍車をかけています。 

    常に子どもの最善の利益を第一に考え、子どもに関する取組や政策を我が国社会の真

ん中に据えて、強力に進めて行くため、子ども家庭庁の設置と相まって、従来、諸法律

に基づいて国の関係省庁、地方自治体において進められてきた子どもに関する様々な取

組を講ずるに当たっての共通の基盤となるものとして、子ども施策の基本理念や基本と

なる事項を明らかにすることにより、子ども施策を社会全体で総合的かつ強力に実施し

ていくための包括的な基本法として令和４年６月に制定、令和５年４月に施行されまし

た。 

 

◆こども性暴力防止法(日本版 DBS 法) 

    子どもを性被害から守ることを目的として、こども性暴力防止法(学校設置者等及び

民間教育保育等事業者による児童対象性暴力等の防止等のための措置に関する法律、い

わゆる日本版 DBS 法)が令和６年６月に制定され、学校設置者や認定を受けた民間教

育保育事業者等に対して、教育および保育等に従事させようとする者の性犯罪の前科確

認など、子どもへの性暴力を防止するための措置が義務付けされました。 

2026 年度中の施行に向け、今後、性犯罪歴が確認された場合の対応策など事業者

向けガイドラインの策定が進められることとなっています。  
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（２）県の動向 

高知県教育委員会は、平成 23 年に教育の総合的な指針である「土佐の教育 振興基本

計画」を策定し、子どもたちの確かな学力の育成、県民の生涯にわたる「学び」や、ラ

イフステージに応じたスポーツ活動の充実により、未来を切り拓こうとする気概あふれ

る積極果敢な人づくりに取り組んできています。 

平成 28 年３月には「第２期高知県の教育振興基本計画」を策定し、教育、学術及び

文化の振興に関する総合的な施策の「大綱」の中核として位置づけられました。 

また、令和６年 3 月には「第３期高知県の教育振興基本計画」期間が経過したことか

ら、これまでの取組の成果や課題を踏まえ「第４期高知県の教育振興基本計画」を策定

し、教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の「大綱」の中核として位置づけ

られました。 

■高知県教育振興基本計画(令和 6 年度～令和９年度)「基本理念」等 

 

●基本理念 ～目指すべき人間像～ 

･学ぶ意欲にあふれ、心豊かでたくましく夢に向かって羽ばたく人 

･郷土への愛着と誇りを持ち、高い志を掲げ、日本や高知の未来を切り拓く人 

･多様な個性や生き方を互いに認め、尊重し、協働し合う人 

 

●基本目標 

（１）「確かな学力の育成と、自己の将来とのつながりを見通した学びの展開」 

社会に出て自らの夢や志を実現していくための基礎となる知識・技能や

これらを活用して課題を解決するための思考力・判断力・表現力、生涯に

わたって学び続ける意欲を育む。 

義務教育段階では、学習の基礎となる資質・能力の確実な育成を図る。

また、高等学校段階では、社会の形成に主体的に参画するために必要な資

質・能力を育む。                               

〈測定指標〉 

① 全国学力・学習状況調査(小学 6 年、中学 3 年)において、 

・小学校の学力は全国平均を継続的に１ポイント以上上回る。中学校

の学力は全国平均に引き上げる 

・小学校は D 層の児童の割合は全国の割合を継続的に下回る。中学校

は、D 層の生徒の割合は全国の割合まで引き下げる 

②高等学校  (省略) 

（２）「健やかな体の育成と、基本的な生活習慣の定着」 

生涯にわたって、たくましく生き抜いていくための基礎となる、体力や
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健康的な生活習慣を育む。 

〈測定指標〉 

・全国体力・運動能力、運動習慣等調査(小学 5 年、中学 2 年)におい

て、 

① 小・中学校の体力合計点は、継続的に全国平均を上回る 

平成 30 年度の全国平均値まで改善させる 

② 総合評価で DE 群の児童生徒の割合を、平成 30 年度の全国

平均値まで改善させる 

③ 「中学校を卒業した後、自主的に運動やスポーツをする時間

を持ちたい」と思う生徒の割合が継続的に全国平均を上回る 

・生徒指導上の諸課題（不登校、中途退学等）の状況を全国平均まで

改善させる 

・全国学力・学習状況調査 児童生徒質問紙調査(小学 6 年、中学 3

年)において、規則正しい睡眠や食事などの基本的生活習慣に関する

項目の肯定的割合が全国平均を上回る 

① 「朝食を毎日食べる」と回答した児童生徒の割合が、全国平均

を上回る 

② 「毎日、同じくらいの時刻に寝ている」と肯定的に回答した児     

童生徒の割合が、全国平均を上回る 

③ 「毎日、同じくらいの時刻に起きている」と肯定的に回答した

児童生徒の割合が、全国平均を上回る 

（３）「豊かな心の育成と、多様性・包摂性を尊重する教育の推進」 

社会の中で多様な人々と互いに尊重し合い、協働し、社会に参画しなが

ら人としてよりよく生きていくための基礎となる、自尊感情、夢や志、他

者への思いやりや人権意識、規範意識、公共の精神などの豊かな人間性・

道徳性・社会性を育む。また「不登校」については、決して問題行動では

ないことを前提として、「魅力ある学校づくり」「早期発見・早期支援」

「多様な教育機会の確保」による支援を行う。 

〈測定指標〉 

・全国学力・学習状況調査 児童生徒質問紙調査(小学 6 年、中学 3

年)において、道徳性等に関する項目の肯定的割合を向上させる 

① 「自分には、よいところがあると思う」 

② 「将来の夢や目標を持っている」 

③ 「人が困っているときは、進んで助けている」 

④ 「自分と違う意見について考えるのは楽しいと思う」 
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⑤ 「地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う」 

 

・児童生徒問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査にお

いて、生徒指導上の諸課題(いじめ、暴力行為)の状況を改善させる 

①  いじめの解消率を全国平均以上にする(小・中・特) 

②  暴力行為の発生件数を全国平均以下に維持する(小・中・高) 

      ・不登校について、 

①  1000 人あたりの新規不登校児童生徒数を全国平均以下    

に維持する(小・中・高) 

②  不登校児童生徒のうち、学校内外の専門機関紙等で相談・指

導等を受けている割合を向上させる(小・中・高) 

 

●４つの基本方針 

(基本方針) 

① 「高知家」の全ての子どもたちが、急速に変化する予測困難な今後の社会

を生き抜く力を身につけるための教育の推進 

② 「高知家」の子どもたちを誰一人取り残さない、多様な背景・特性・事情

等を踏まえた包摂的な教育・支援の推進 

③ 「高知家」の誰もが、生涯にわたって学ぶことができる環境づくりと活動

・取組の推進 

④ 「高知家」の教育・学びの充実に向けた各種施策を総合的・計画的に推進

するために、必要な基礎的・基盤的な環境・体制等の整備 
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第２章 安田町の教育をめぐる現状と課題  

１ 人口減少と少子高齢化の進行について 

本町は、昭和18年に安田町と中山村が合併し、現在に至っています。 

総人口を国勢調査で見ると、昭和25年の6,933人をピークに年々減少し、昭和50年まで

著しい減少を示しましたが、その後昭和60年までＵターン現象等により減少率は低下してい

ました。しかし、出生率の著しい低下や若者の流出等によって、再び減少率は年々拡大し、令

和2年には2,370人となっています。 

これを年齢階層別に占める割合の推移で見てみると、年少人口（０歳から15歳未満）と生

産年齢人口（15歳～64歳）は減少する一方で、老年人口（65歳以上）は増加を続けており、

全国に先行して高齢化が進んでいます。 

この傾向は、高知県においても同様で「人口減少が町経済や地域活力の減退を引き起こし、 

若者の流出につながり、過疎化・高齢化が進行することで少子化が加速され、さらなる人口

減少につながる」という負の連鎖を招いており超高齢化社会が今後も続く一方、総人口は、

年少人口・生産年齢人口・老年人口ともに減少するため「人口減少の第三段階」に突入して

います。 

町ではこうした状況の改善施策として、令和２年に「町総合振興計画」及び「まち・ひと 

・しごと創生総合戦略」を策定し、共に生き未来につなぐ安田町～みんなで創る共生空間～を

基本理念とする将来像の実現に向けて、各分野での取組を積極的に進めています。 

 

【人口の推移（国勢調査）】  

区 分 総 人 口 

年少人口 

(15歳未満) 

生産年齢人口 

(15歳～64歳) 

老年人口 

(65歳以上) 

人 数 % 人 数 % 人 数 % 

昭和２５年 6,933 2,403 34.7 4,112 59.3 418 6.0 

昭和３０年 6,677 2,218 33.2 3,987 59.7 472 7.1 

昭和３５年 6,141 1,883 30.7 3,728 60.7 530 8.6 

昭和４０年 5,481 1,475 26.9 3,451 63.0 555 10.1 

昭和４５年 5,031 1,084 21.5 3,304 65.7 643 12.8 

昭和５０年 4,563 915 20.0 2,974 65.2 674 14.8 

昭和５５年 4,428 780 17.6 2,944 66.5 704 15.9 

昭和６０年 4,306 719 16.7 2,825 65.6 762 17.7 

平成 ２年 4,055 569 14.0 2,640 65.1 846 20.9 

平成 ７年 3,826 495 12.9 2,330 60.9 1,001 26.2 

平成１２年 3,535 443 12.5 2,001 56.6 1,091 30.9 

平成１７年 3,297 365 11.1 1,772 53.7 1,160 35.2 
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平成２２年 2,970 250 8.4 1,579 53.2 1,141 38.4 

平成２７年 2,631 203 7.7 1,277 48.5 1,151 43.8 

令和 ２年 2,370 210 8.9 1,075 45.3 1,085 45.8 

令和 ７年 2,256 176 7.8 1,000 44.3 1,080 47.9 

※令和 7 年は、3 月 1 日現在の住民基本台帳の数値です。 

 

2 学校教育の状況について 

（１） 概要 

町立小・中学校は、令和7年３月現在、小中学ともに１校(安田小学校、安田中学校)

を設置しており、認定こども園も１園(安田さくら園)設置しています。 

 

（２） 乳幼児・児童・生徒数の推移 

本町の年少人口の減少に伴い、乳幼児・児童・生徒数も減少を続けており、今後、 

多少の増減はあるものの、減少していく傾向にあります。 

このため安田中学校においては、生徒数の漸減による学校規模の縮小によって部活 

動などへの支障が生じてきており、近隣中学校との連合チームによる部活動を余儀な

くされています。 

こうした状況を踏まえ、児童・生徒のより良い教育環境を維持していくために、引

き続いて中芸地区における教育行政（教育委員会）の広域化と学校組合による学校組

織運営の検討と、その対応に取り組む必要があります。 

※複式学級の編制基準 

小学校は２つの学年の児童で編制する学級は 16 人以下。（ただし第１学年を含む

場合は８人以下。）中学校では学年の制限なく８人以下。 

 

【小・中学校の児童・生徒数の推移（毎年度 5 月 1 日現在）】 （単位：人） 

区  分 H30年度 R元年度 R2年度  R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 

安田小学校 65 81 89 89 89 90 98 

安田中学校 22 15 21 29 34 34 29 

計 87 96 110 118 123 124 127 
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（３） 知・徳・体の状況 

   ①  知の分野について 

本町の小・中学校の学力の状況は、平成 19 年度から始まった全国学力・学習状況

調査（調査対象：小学校６年生・中学校３年生）で見てみると、各種学力調査等の結

果分析から PDCA サイクルをまわし、学習内容の充実や指導方法等の工夫、改善を

行うことで、高知県平均を上回る学力が定着してきているといえます。 

しかしながらこれまでの結果分析から、高知県平均値分析と同様に、国語、算数・

数学ともに、主に思考力・判断力・表現力を問う問題に弱さがみられます。 

なお、本町のような小規模校の場合、実施年度によって、その結果に大きな変動が

あり、それが必ずしも学校全体の学力の状況を示すものとはならないことに留意をし

ておかなくてはなりません。 

■全国学力・学習状況調査結果(R2…未実施) 

◇本町と全国の平均正答率の差(教科、問題別) 

 

 

 

        

R2 R3 R4 R5 R6

国語 0.0 6.3 6.4 3.8 8.3

算数 0.0 2.8 11.8 4.5 1.6

理科 0.0 0.0 9.7 0.0 0.0

△ 6.0

△ 4.0

△ 2.0

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

R2 R3 R4 R5 R6

国語 0.0 -3.6 11.0 3.2 12.9

数学 0.0 2.8 -3.4 3.0 19.5

理科 0.0 0.0 4.7 0.0 0.0

英語 0.0 0.0 0.0 5.4 0

△ 6.0

△ 1.0

4.0

9.0

14.0

19.0

24.0

小学校(第6学年) 

中学校(第3学年) 
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  ②  徳の分野について 

 

 

 

 

社会の中で多様な人々と互いに尊重し合い、協働し、社会に参画しながら人として

よりよく生きていくための基礎となる、他者への思いやりや規範意識、公共の精神な

どの豊かな人間性・道徳性・社会性を育むことの取り組みを進めています。 

その結果、中学校(中学校 3 年)においては自尊感情に関する質問の肯定的回答の割

合は全国より高く、年々増加傾向にあります。小学校(小学校 6 年)では令和３年度に

肯定的な回答が落ち込みましたが、その後増加傾向が見られます。また、夢や志に関

する質問の肯定的回答の割合は、小・中学校ともに近年下降傾向にありましたが、令

和５年度、小学校は若干増加しました。中学校は全国的にも肯定的回答の割合は減少

傾向にあり、将来を見通せない社会状況の影響が継続していると考えられます。 

問題行動・不登校の 2023 年全国調査等の結果をみると、不登校は全国的にも年々

増加しており、2023 年度県内の小中学校の不登校(１年間に 30 日以上欠席)の児童

・生徒は 1,604 人、千人当たりでは過去最多の 34.3 人となっていますが、不登校

対策の早期支援や、教室に入りづらい子が校内で過ごすための「校内サポ－トルーム」

の設置等の取組により、増加率を全国より抑制しています。ただし登校を無理強いし

ない保護者も増えるなどしており、全国的に不登校は年々増加しています。 

いじめの認知件数は、増加傾向となっていますが、いじめの解消率も増加していま

す。この認知件数の増加は、教職員が積極的にいじめを認知して早期に対応する取組

が進んでいることによるものと考えられます。 

 

  ③  体の分野について 

 

 

 

 

生涯にわたってたくましく、生き抜いていくための基礎となる、体力や健康的な生活

習慣を身につけさせる取組を進めています。 

その結果、令和 5 年度の本県体力合計点は、令和 3・4 年度に引き続き、小・中学校

男子(小学校 5 年、中学校 2 年)ともに全国平均を上回っていますが、コロナ禍前のピー

クであった平成 30 年度の水準には戻っていません。また、令和 4 年度の本県の結果と

比較すると、小学校男女、中学校男子はやや上回り、中学校女子はやや下回っています。 

※徳育の分野も学力同様、本町のような小規模校の場合、調査年度によってそ

の結果に大きな変動があり、それが必ずしも学校全体の状況を示すものとはな

らないことから、高知県の教育振興基本計画の記述を引用しています。 

※体育の分野も学力同様、本町のような小規模校の場合、調査年度によってそ

の結果に大きな変動があり、それが必ずしも学校全体の状況を示すものとはな

らないことから、高知県の教育振興基本計画の記述を引用しています。 
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また、生涯にわたって心身の健康を保持増進するためには、卒業後も運動習慣の形成

が必要ですが「自主的に運動やスポーツをする時間を持ちたい」という意欲面の結果を

見ると、新型コロナウイルス感染対策の影響も受け、課題が残っている状態です。 

なお、目標である「健康的な生活習慣を身につけさせる」の点においても、基本的生

活習慣の定着に向けて取組を進める必要があります。 

 

（４） 特別支援教育等 

●特別支援教育 

令和 6 年度の特別支援学級の状況は、小学校３学級 6 人、中学校 1 学級 1 人です。

また、町特別支援教育支援員を配置して、個に応じた支援も行っています。 

 

区 分 種 別 学級数 
児童・生徒数

(人) 

教職員数 

(人) 

 

安田小学校 

 

自閉・情緒 1 ３ 1 

知 的 1 ２ 1 

肢体不自由 1 1 1 

安田中学校 自閉・情緒 1 1 1 

計  4 ７ 4 

 

●学習支援 

基礎学力や学習の定着及び放課後学習支援事業の一環として、学習支援員を配置し

て、その対応を図っています。 

 

（５） 学校給食 

本町では、児童・生徒の心身の健全な発達を促し、望ましい食習慣を育てるため、

小・中学校２校の共同調理方式で完全給食を実施しています。  

また、地元産良質米をはじめ、地元産食材の使用に積極的に取り組んでいます。な

お、令和２年度より、学校給食地産地消促進事業として、地元産米購入費の全額補助

を実施し、近年の物価高騰による給食費の値上げ分についても補助することで価格を

据え置き、保護者の経済的負担を抑制してきましたが、今後新たな財源措置がない場

合は、給食費の値上げも検討しなくてはなりません。 

（６） 教育施設の整備 



第2章 安田町の教育をめぐる現状と課題  

 

- 16 - 

 

本町の小・中学校の校舎及び体育館は、大規模改修、耐震補強及び老朽化による建

替を行っております。また、児童・生徒の安全と健康を守るためのブロック塀の改修

及び空調設備の設置も、令和元年度に完了しました。 

令和 7 年度には、経年劣化の著しい小、中学校プールを安田小学校プールのみ改築

し、小・中学校合同で使用することとして整備を進めます。また、令和 8 年度に要配

慮児童が中学校に入学することから、昇降機の設置並びにバリアフリー工事を実施し

ます。今後においても、学校施設長寿命化計画により施設の整備に取り組みます。 

  



第2章 安田町の教育をめぐる現状と課題  

 

- 17 - 

 

３ 生涯学習について 

（１） 生涯学習の概要 

社会・経済が大きく変化し、個人の生き方も多様化している中で、町民一人ひとり 

が自己の人格を磨き、豊かな人生を送ることができるようにするには、誰もが生涯に

わたって学び続けられる環境や、文化・スポーツに親しめる環境を整備していくこと

が重要です。 

また、個人の学びの成果が様々な場面で発揮されることで、地域に好影響がもたら

されます。 

しかしながら、少子・高齢化や過疎化、核家族化等を背景として、社会教育活動を

支える人材や団体の基盤は弱ってきています。また、社会・経済の変化による町民の

新たなニーズに対応できる多様な学びの場の充実も求められています。 

 

（２） 公民館 

町内に役場支所機能を有する公民館 1 館を設置して、兼務職員を配置し、地区住民

を対象に、健康管理、環境問題及び情報化時代への対応策など「学級・講座・教室」

を中心とした取組を行っています。 

 

（３） 文化センター 

町内に設置する安田町文化センターは、地域住民が豊かで活力と潤いのある地域社

会をつくるため、研修、講習、各種催物及び行事など幅広く利用する拠点的総合施設

です。令和３年度には利便性向上のため図書室を１階に移設し、読書活動の推進を図

るとともに、多目的ホールの音響設備改修を行いました。今後は維持管理の削減のた

めにも、照明等の LED 化を図っていく必要があります。 

 

４ 子どもたちを取り巻く厳しい環境について 

 

 

 

 

厚生労働省の調査によれば、令和３年の日本の子どもの貧困率は11.5％(新基準)であり、 

前回調査(H30)の14.0％(新基準適用)から比べると率は下がりましたが、依然厳しい状況

には変わりがありません。 

生活保護被保護率や、就学援助率、ひとり親世帯比率等が全国平均を大きく上回る本県 

では、家庭が厳しい経済状況にある子どもの割合はさらに高いことが推測されます。 

こうした子どもたちの貧困は、世代間の連鎖を通じて、子どもたちの将来への夢や希望 

を奪うことにもつながりかねない問題です。そうした中、一定数の子どもたちが、生活の

困窮という経済的な要因のみならず、家庭の教育力や地域社会の見守り機能の低下なども

※本町の人口規模や有する時系列的調査資料で、子どもたちを取り巻く環境の

状況を分析することは適切でないことから、高知県の教育振興基本計画の記述

を引用しています。 
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背景に、学力の未定着や虐待、非行などといった困難な状況にあります。また、令和４年

に実施した実態調査では、県内の中高生のうち、ヤングケアラーの可能性が高いと思われ

る子どもは一定数存在し、多くが相談につながっていないことが明らかになりました。 

 

５ 学校と地域の連携について 

町の子どもたちの成長を支えていた家庭や地域の教育力は、過疎化、核家族化、地域コミ 

ュニティの希薄化などに伴い著しく低下しています。 

他方で、少子化が進む中にあっても他市町村同様に子どもたちに関わる課題は多様化・複 

雑化しており、特に、家庭の貧困など厳しい環境にある子どもたちへの支援については、学

校にプラットホームとしての役割が期待されているものの、学校だけでの対応には限界があ

ります。 

このため、地域と学校とが連携して、社会全体で子どもたちを見守り育んでいくことが必 

要です。 

こうしたことから、家庭・地域・学校が一体となって地域ぐるみで子どもを育てる仕組み 

である「安田町地域学校協働本部」や子どもたちの放課後における安全で安心な居場所づく

りの活動の充実、さらに園小中一体型学校運営協議会を設置した学校(コミュニティ・スクー

ル)として、地域とともにある学校づくりに取り組む必要があります。また、協働本部を支え

学校を支援するボランティア(応援団)の確保が課題となっています。 

 

６ 就学前の教育・保育について 

子どもたちの知・徳・体の調和のとれた健全な成長のためには、生涯にわたる人格形成の 

基礎を培う重要な時期である乳幼児期に、質の高い教育・保育を受けることが重要です。 

また、小学校入学後に、集団行動できない、授業中に座っていられないなどといった、い 

わゆる小１プロブレムへの対応も必要となっています。 

さらに、発達障害等の特別な支援が必要な乳幼児の増加など、より専門的な指導・支援方 

法の取得が求められるようになってきています。 

 

７ 南海トラフ地震対策について 

近い将来、高い確率で発生することが予想されている南海トラフ地震により甚大な被害が 

もたらされることが懸念されています。 

教育分野においては子どもたちの命や学習環境を守り抜くための施設等の耐震化などハー 

ド面と防災教育の充実などソフト面の対策が求められています。 

 

 

8 安田文化・芸術の振興と文化財の保存と活用について 

芸術文化に普段から親しむことで、心豊かな人生を送ることができるよう、文化施設など 

を活用した取組を進めてきています。 

また、幕末から明治にかけての社会が大きく変化する時代に、本町からは多くの勤皇志士
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や彼らを育てた著名な儒学者を輩出しました。その根底には、脈々と受け継がれてきた安田

文化があり、町の将来を担い、未来を拓く人材を育んできました。 

このことから、次代を担う子どもたちが安田文化を学び、受け継ぐことを通じて成長して

いく環境を整備するため、学校と連携した文化・芸術活動に取り組まなければなりません。 

さらに、国指定重要文化財である北寺の仏像をはじめ、森林鉄道遺産や遍路道など有形・ 

無形の文化財が数多くあり、これらの価値を維持し、後世に伝えていくことも現代を生きる

私たちの使命です。また、平成 29 年度に日本遺産認定を受けた「森林鉄道から日本一のゆ

ずロードへ～ゆずが香り彩る南国土佐・中芸地域の景観と食文化～」を構成する文化財及び

その他の文化財やその周辺の総合的な保存・活用に５町村が連携して、令和５年度から３か

年計画で「中芸５町村文化財保存活用地域計画」の策定に取り組んでいます。 
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第３章 基本理念、基本目標及び施策体系 

１ 基本理念 

 

 

少子・高齢化の進行やグローバル化・情報化の進展、そして超スマート社会(society5.0)の 

実現に向け、人工知能（AI）やビックデータの活用などの技術革新が急速に進む中において、

変化を前向きに受け止め、心豊かな人生を生き抜くためには、教育の果たす役割が極めて重

要であるという認識のもと、新しい時代に本町の子どもたちが自らの夢や高い志を掲げ、持

続可能な社会の創り手として社会の維持・発展を担う人材となるためには、知･徳･体の調和

のとれた生きる力を育んでいくことが重要です。 

 

＜知・徳・体の育成すべき力とは＞ 

◆知：基礎的・基本的な知識・技能やこれらを活用して課題を解決するための思考力・判断力・表現力、

生涯にわたって学び続ける意欲 

◆徳：社会の中で多様な人々と互いに尊重し合い、協働し、社会に参画しながら人としてよりよく生きて

いくための基礎となる、他者への思いやりや規範意識、公共の精神などの豊かな人間性・道徳性 

◆体：生涯にわたってたくましく生き抜いていくための基礎となる、体力や健康的な生活習慣 

 

こうした知･徳･体の調和がとれた、自らの人生を切り拓き主体的に生きる力を、家庭の保 

護者や地域、学校、町教育委員会、県教育委員会などが、それぞれの役割や責任を意識しな

がら力を合わせ、社会全体で子どもたちに身に付けさせていかなければなりません。 

幕末から明治にかけての、社会が大きく変化する時代に本町は多くの勤皇志士や彼らを育 

てた著名な儒学者を輩出しました。 

その根底には、脈々と受け継がれてきた安田文化があり、町の将来を担い、未来を拓く人 

材を育んできました。変化の激しい時代の中でも、自らの夢や高い志を掲げ、持続可能な社

会の創り手として社会の維持・発展を担い、未来を切り拓く人材が求められています。 

町教育委員会としては、目指すべき教育の方向は国及び県と同様であるべきという観点か

ら、高知県教育振興基本計画の基本理念も踏まえ、町の総合振興計画と整合を図ったうえで 

「人づくりの基本は教育であり、人づくりがまちづくりの原点である」という考え方のもと

「心豊かでたくましく、高い志を掲げ、ふるさと安田の未来を拓く人を育てる」 ことを基 

本理念とします。 

 

 

 

 

心豊かでたくましく、高い志を掲げ、ふるさと安田の未来を拓く人を育てる  
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２ 基本目標 

この計画においても、教育の目標・指針である知、徳、体の分野ごとに下記の数値目標を

設定して、これを基本理念の実現に向けた取組の基本目標とします。 

 

(１) 知の分野の基本目標  

(確かな学力の育成と、自己の将来とのつながりを見通した学びの展開) 

子どもたちが社会に出て自らの夢や志を実現していくための基礎となる知識・技能

やこれらを活用して課題を解決するための思考力・判断力・表現力、生涯にわたって

学び続ける意欲を育む。 

<測定指標> 

●小・中学校の学力は、全国学力・学習状況調査(小学校６年生、中学校３年生)におい 

て継続的に全国平均以上とし、さらに上位を目指す。 

●同調査において、小・中学校ともに、全ての評価の観点で正答率を全国平均以上と 

する。 

※R６年度全国学力・学習状況調査結果(数値は全国平均正答率との差) 

 小学校 6 年生 : 国語＋8.3  算数＋1.6  

中学校 3 年生 : 国語＋12.9  数学＋19.5  

 

(２) 徳の分野の基本目標 

(豊かな心の育成と、多様性・包摂性を尊重する教育の推進) 

       社会の中で多様な人々と互いに尊重し合い、協働し、社会に参画しながら人とし

てよりよく生きていくための基礎となる、自尊感情、夢や志、他者への思いやりや

人権意識、規範意識、公共の精神などの豊かな人間性・道徳性・社会性を育む。 

 「不登校」については、決して問題行動ではないことを前提として、「魅力ある学

校づくり」「早期発見・早期支援」「多様な教育機会の確保」による支援を行う。 

<測定指標> 

●全国学力・学習状況調査 児童生徒質問紙調査(小学校６年生、中学校３年生)にお

ける道徳性等（自尊感情、夢や志、思いやり、規範意識、公共の精神など）に関す

る項目の肯定的割合を全国平均以上とする。 

●生徒指導上の諸問題（いじめ、暴力行為）の状況を全国平均以下とする。 

 

(３) 体の分野の基本目標 

(健やかな体の育成と、基本的な生活習慣の定着)  

生涯にわたってたくましく生き抜いていくための基礎となる、体力や健康的な生活 

習慣を育む。 
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<測定指標> 

●全国体力・運動能力、運動習慣等調査(小学校５年生、中学校２年生)において、 

 ・小・中学校の体力合計点は継続的に全国平均を上回ること。 

 ・総合評価で DE 群の児童生徒の割合を継続的に全国平均から減少させること。 

●小・中学校の体力・運動能力は全国上位に引き上げる。 

●「中学校を卒業した後、自主的に運動やスポーツをする時間を持ちたい」と思う生

徒の割合が継続的に全国平均を上回る。 

※R６年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果 ( )は全国平均 

 小学校男子 R6 : 51.86(52.53)  

小学校女子 R6 : 53.57(53.92) 

中学校男子 R6 : 37.00(41.86) 

中学校女子 R6 : 43.00(47.37) 

 

３ 施策体系 

次の２つを基本理念の実現に向けた施策体系とします。 

①学校教育では、 

「学び意欲にあふれ豊かな心で自ら課題を見出し、解決する力を育む教育の推進」 

②社会教育では、 

「生涯にわたって健康でいきいきとかがやき、学び続ける教育の推進」 

 

  



第4章 施策方針と行動計画  

 

- 23 - 

 

第４章 施策方針と行動計画 

１  施策方針 

基本理念や基本目標を実現していくためには、家庭、地域、学校、教育行政など、教育等

に携わる全ての人や組織が、それぞれの役割や責任を認識した上で、力を合わせて取り組ん

でいくことが必要です。 

このため、高知県の教育等の振興に関する大綱も参酌し、かつ歩調を合わせ、施策体系ご

との方針を次のとおり定めます。 

 

【学校教育】 

◇学び意欲にあふれ豊かな心で自ら課題を見出し、解決する力を育む教育の推進◇ 

（１）確かな学力の育成 

主体的・対話的で深い学びや個に応じた指導、個別最適な学びの一体的な充実によ 

る授業改善と、カリキュラム・マネジメントの確立による学習の効果の最大化を図る

ことを中心とした新学習指導要領の着実な実施による、創意工夫と個に応じたきめ細

かな指導を行い、基礎基本の徹底と課題解決力を高め、確かな学力の育成を図ります。 

 

（２）豊かな心と健やかな体の育成 

自らを律し、責任感・規範意識による思いやりの心や生命を尊重し、運動に親しむ 

習慣や健康の保持・増進を図り、豊かな心と健やかな体の育成に取り組みます。 

また、子どもたちの自己肯定感・自己有用感の育成にも取り組みます。 

 

（３）安心・安全で質の高い教育環境の整備 

学校の ICT（情報通信技術）を積極的に推進し、環境整備を促進するとともに、災 

害・犯罪から子どもを守るため保護者や地域との連携を図りながら、安心・安全で質

の高い教育環境の整備を推進します。 

また、少子化による学校の小規模化によるメリット、デメリットを踏まえ、事務局 

体制を含めた中芸地区における広域的学校組織及び運営の検討も働きかけます。 

 

（４）チーム学校の構築 

社会・経済が大きく変化し、学校を取り巻く課題も多様化・複雑化している中で、 

子どもたちの知･徳･体を向上させていくためには、 

①学校組織が少数の管理職と多数の教職員で構成されているため、課題への対応が個

々の教職員により対症療法的に行われることが多く、組織としての取組が弱いこと 

②学校の課題が多様化・複雑化する中で、教員の専門性だけでは対応に限界があるこ

となどの学校が抱える課題の解決に向けた取組を推進していくことが必要です。 
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こうした課題の解決に向けた取組として、学校の組織力を高めながら、個々の教員 

の力量のみに頼らず、教員同士がチームを組んで主体的に学び合うことにより、組織

的に授業力の向上や生徒指導の充実などを図るとともに、外部の専門家や地域の人材

の力も活用して、学校の目標の実現や課題の解決を図る「チーム学校の構築」を推進

していきます。 

 

（５）厳しい環境にある子どもたちへの支援 

大きな社会問題となっている子どもの貧困は深刻であり、こうしたことを背景に、 

本町においても一部の子どもたちが虐待や学力の未定着、不登校といった困難な状況

に直面しています。 

このため、就学前には認定こども園安田さくら園での保護者の子育て力の向上など 

を重点的に支援するとともに、就学後は学校をプラットホームとして小学校からの各

段階に応じて切れ目のない対策を講じるなど、貧困の世代間連鎖を教育の力で断ち切

ることを目指して、「厳しい環境にある子どもたちへの支援」 に取り組みます。 

 

（６）地域との連携・協働 

これまで本町の子どもたちの成長を支えていた家庭や地域の教育力は、過疎化、核 

家族化、地域コミュニティの希薄化などに伴い著しく低下しています。 

他方で、少子化が進む中にあっても他市町村同様に子どもたちに関わる課題は多様 

化・複雑化しており、特に、家庭の貧困など厳しい環境にある子どもたちへの支援に

ついては、学校にプラットホームとしての役割が期待されているものの、学校だけで

の対応には限界があります。 

このため、地域と学校とが力を合わせて子どもたちを支え、育んでいくことが求め 

られてきています。 

こうしたことから、家庭・地域・学校が一体となって地域ぐるみで子どもを育てる 

仕組みである高知県版地域学校協働本部への移行を図り、その活動の充実など、学校

と「地域との連携・協働」を積極的に進めます。 

 

（７）就学前教育の充実 

子どもたちの知・徳・体の調和のとれた健全な成長のためには、生涯にわたる人格 

形成の基礎を培う重要な時期である乳幼児期に、質の高い教育・保育を受けることが

重要です。 

このため、専門的で高度な知見に基づいた質の高い教育・保育の実践など、認定こ 

ども園さくら園を中心とした「就学前教育の充実」を図ります。 
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【社会教育】 

◇生涯にわたって健康でいきいきとかがやき、学び続ける教育の推進◇ 

（１）生涯学習まちづくりの推進 

町民が個々の学習ニーズに応じて、自ら選択しながら、生涯にわたって学習する機

会を得て、健康でいきいきと輝き、自己実現を図ることができるよう、文化・芸術及

びスポーツ活動も踏まえた生涯学習まちづくりの推進と環境整備を進めます。 

 

（２）家庭や地域の教育力の向上 

家庭や地域の教育力の低下が指摘されていることから、子育て支援や親育ち支援・ 

相談体制の充実などを通じ、家庭の教育力支援に取り組むとともに、保護者間の連携

強化と教育に対する地域の関心と理解を深め、地域で教育を支える仕組みづくりも進

めます。 

 

（３）明るく健全なまちづくりの推進 

すべての町民の基本的人権が尊重される地域社会の実現に向けて、社会の変化やニ 

ーズに対応した人権教育を推進するとともに、青年、女性及び高齢者の社会参加を促

進するための、学習の機会や活動の場の提供及び団体運営の支援にも取り組み、明る

く健全なまちづくりを推進します。 

 

（４）ふるさと文化の保存・継承 

貴重な文化財や歴史遺産を後世に引き継いでいくため、その保存・継承とこれらの 

資源を活用した地域の活性化に向けて、幼児・学校教育や関係機関と連携した取組を

進めます。 

 

（５）生涯学び続ける環境づくり 

社会・経済が大きく変化し、個人の生き方も多様化している中で、町民一人ひとり 

が自己の人格を磨き、豊かな人生を送ることができるようにするには、誰もが生涯に

わたって学び続けられる環境や、文化・スポーツに親しめる環境を整備していくこと

が重要です。 

また、個人の学びの成果が様々な場面で発揮されることで、地域に好影響がもたら 

されます。 

こうした方向に沿って、「生涯学び続ける環境づくり」 を推進します。 

 

 

 

 



第4章 施策方針と行動計画  

 

- 26 - 

 

２ 行動計画(アクションプラン) 

基本理念実現に向けた施策【町主体施策】方針による具体的な行動計画(アクションプラン)

を次のとおり定め、取り組みます。 

【学校教育】 

◇学び意欲にあふれ豊かな心で自ら課題を見出し、解決する力を育む教育の推進◇ 

(１) 確かな学力の育成 

① 基礎学力の定着と向上 

ア) 学力調査等の分析と活用 

これまでの取組で一定の成果を上げることができていますが、引き続いて全国

・学力学習状況調査や高知県学力定着状況調査結果による児童・生徒の学力状況

の把握に基づき、高知県教育委員会と連携を密にして、先進的な取組事例等も研

究しながら、「学校経営計画」の中長期的目標に基づき、PDCA サイクルを活用

し校内研修の充実を図るとともに外部講師も招聘し、基礎基本の定着に加えて、

探求心や課題解決力の育成を目指した教科指導や授業改善に取り組みます。 

また、体力向上についても同様に、自らが自らの課題を探し、効率的に体力づ

くりに取り組むよう授業改善を図ります。 

【具体的な事業】 

・わが町の学力向上対策事業 

・外部講師招聘事業 

・英語力向上推進事業（GTEC 実施、英語検定受験料補助） 

・体力・運動能力向上プログラム推進事業 

 

イ) 複数教員による指導と学習習慣の定着 

小規模校の特性を活かして、学習支援員も可能な限り配置して、複数教員によ

る教科指導を小・中学校で実施するとともに、各校で実施する放課後の加力学習

や「家庭学習の手引き」や「親子でつけよう家庭学習の習慣」等を活用し、家庭学

習の方法を指導し、適切な課題を課すことによって学習習慣の定着を進めます。 

また、小学校教科担任制の導入により複数の教員が児童に関わることで、児童

に対して多角的な児童理解が推進され、児童が学級担任以外にも相談できる教員

が増え、生徒指導上の諸課題の早期発見・解決に期待されます。 

【具体的な事業】 

 ・学習支援員配置事業 

 ・加力学習(朝学習)等の実施 

 ・家庭学習習慣の定着推進 

・小学校教科担任制の推進 
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② 教育活動の充実 

児童・生徒一人ひとりの個性を理解、尊重した生徒指導、相談に取り組むととも

に、学習支援が必要な児童・生徒へのサポートと学校生活上の支援のための学習支援

員及び外国語指導助手の配置などによる教育活動の充実に努めます。 

【具体的な事業】 

 ・学習支援員配置事業（再掲） 

・外国青年招致事業 

 ・情報教育推進事業 

・英語力向上推進事業（GTEC 実施、英語検定受験料補助）（再掲） 

 

③ 教職員の研究・研修活動の充実 

外部講師を招聘し、配慮が必要な児童生徒の理解や支援方法、学級づくり、仲間づ

くりなど、特別支援教育の充実を図るための研究・研修活動を実施するとともに、英

語力向上や水泳指導力向上のための外部講師招聘や、指導主事等の派遣を活用した教

職員の研究・研修活動の充実に努めます。 

また、中芸地区教育研究会及び県教育センター等の研修会への参加も促進します。 

【具体的な事業】 

 ・校内研修の充実 

・外部講師招聘事業（再掲） 

・授業力向上評価シートの活用 

 ・中芸地区教育研究会への参加 

・体力・運動能力向上プログラム推進事業（再掲） 

・組織力向上アドバイザーの活用 

・研修コーディネーターの活用 

 

④ 園小中連携接続の推進 

ア) 幼児教育と学校教育の連携の推進 

子どもたちの発達や学びの連続性を重視し、認定こども園から小学校へスムー

ズに移行できるよう「アプローチカリキュラム」「スタートカリキュラム」を作成、

実施するとともに安田さくら園と小学校との定期的な連携接続連絡会や授業参観、

交流事業、行事等での連携を通じて、園小の連携を積極的に推進します。 

また、子どものこれまでの経験による学びと育ちをつなぐために、園小中合同研

修会で協議を行い「架け橋期のカリキュラム」の作成・見直しを行いながら、連携

強化を図ります。 
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【具体的な事業】 

 ・定例園校長会の充実 

・園小中連携接続連絡会及び合同研修会の実施 

・園小連絡会等による連携 

・交流事業、乗り入れ授業等の実施 

 

イ) 小中連携による教育活動の推進 

中学校での新しい学習や生活に十分になじむことができない、いわゆる「中１

ギャップ」の解消や活用力向上のために、小・中学校の学習上の共通課題に対応し

て、小中合同研修会や中学校の教諭による小学校での授業や行事での交流など、小

中での一層の連携を図り、９年間の教育課程を見通した教育活動を推進します。 

【具体的な事業】 

・定例園校長会の充実（再掲） 

・園小中連携接続連絡会及び合同研修会の実施（再掲） 

・小中引継会による連携 

・交流事業、乗り入れ授業等の実施 

・小学校教科担任制の推進（再掲） 

 

⑤ 夢と個性ある学校づくりなどの推進 

郷土が輩出した先人や歴史、主要な産業及び民俗芸能等を学習することで、郷土

愛を育み、キャリア教育、ふるさと学習の定着と充実を図るとともに、日頃体験する

機会が少ない舞台芸術や科学実験、スポーツ教室等の体験を行う安田っ子体験事業

の実施やスペインモンテフリオ町との姉妹都市交流など、学校評価(外部評価)制度も

活用して、保護者、地域、学校の連携強化による伝統に根ざした夢と個性ある学校づ

くりを推進します。 

また、地域の人々と目標やビジョンを共有し、地域と一体となって子どもたちを

育む「地域とともにある学校」への転換を図るため、学校運営協議会(コミュニティ

スクール)を推進します。 

【具体的な事業】 

 ・ふるさと学習推進事業 

 ・安田っ子体験事業 

・スペインモンテフリオ町との姉妹都市交流事業 

・学校関係者評価の実施 

・コミュニティスクール推進事業 
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⑥ 家庭・地域の教育力の向上 

学校と家庭が連携して、「早寝・早起き・朝ごはん」など、確かな学力の基盤とな

る基本的生活習慣の確立に努めるとともに、日常の生活リズムの中に読書や家庭学習

を位置付けるよう取組を進めます。 

また、学校支援地域本部から高知県版地域学校協働本部への移行を図り、地域のボ

ランティアの方とも連携して、地域の多様な人材が学校を支援し、地域ぐるみで子ど

もを守り育てるよう取組も進めます。 

【具体的な事業】 

 ・生活習慣向上推進 

 ・読書活動推進事業 

 ・地域学校協働本部事業 

・タブレットの持ち帰り(デジタルドリル等の活用) 

 

(２) 心身ともに健やかな子どもの育成 

① 豊かな心の育成 

ア) 幼児教育の推進 

幼児期は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要な時期であることから、遊

びや自然に触れる体験活動などを通して、豊かな心や基本的生活習慣の育成に努

めます。 

また、家庭では気づきにくい発達の遅れや障がい等が、認定こども園安田さく

ら園の集団の中で顕在化する場合が多くあることから、この気づきの強化を図り、

母子保健事業と連携し、保護者への支援をすることで、子どもの発達支援にも取

り組みます。 

【具体的な事業】 

 ・保護者負担完全無償化事業 

 ・保育・教育活動の推進 

 ・子育て支援事業 

 ・スクールソーシャルワーカー活用事業 

 

イ) キャリア教育の推進 

児童・生徒の夢や希望を実現するため、発達段階に応じたキャリア教育を推進

するとともに、郷土が輩出した先人や郷土の主要な産業や自然、文化等について

の学習を通じて、郷土を愛する態度を育てるとともに自らの生き方について考え

を深めるなど、ふるさと学習と関連した取組も進めます。 

【具体的な事業】 
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 ・キャリア教育推進事業 

 ・ふるさと学習推進事業（再掲） 

 

ウ) 道徳教育の推進 

規範意識や他人を思いやる心、感動する心など、豊かな人間性を育み、人とし

てのあるべき姿、その基礎となる道徳教育を家庭とも連携し、また子どもたちを

誰一人取り残さない、多様な背景・特性・事情等を踏まえた包摂的な教育・支援

を推進していきます。 

【具体的な事業】 

 ・道徳教育推進事業 

・読書(ほめほめ)週間の実施 

・「高知の道徳」冊子の活用 

 

エ) 人権教育の推進 

児童・生徒が自尊感情を豊かにし、自他の人権を大切にする行動ができるよう 

な人権教育を、学校の教育活動を通して、家庭・地域・関係機関とも連携しなが

ら推進します。 

【具体的な事業】 

 ・人権教育推進事業(人権学習、人権講演会など) 

 

オ) 読書活動の推進 

豊かな感性や表現力を育むため、教育活動全体を通して読書の習慣化を推進す 

るとともに、読書支援員を配置し学校、文化センター、公民館の蔵書と機能の充

実及び利用者の拡大に努めます。 

【具体的な事業】 

 ・読書活動推進事業（再掲） 

 ・読書支援員配置事業 

・読書(ほめほめ)週間の実施（再掲） 

 

② 特別支援教育の充実 

LD(学習障がい)、ADHD(注意欠陥・多動性障がい)、自閉症など障がいのある子

ども一人ひとりの教育的ニーズの把握に努め、特別支援教育支援員の配置など、その

支援体制を整備し、教育相談、巡回相談の活用など関係機関とも連携しながら適切な

指導と支援を図ります。また「通級による指導」通級教室の設置について、準備を進

めます。 
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【具体的な事業】 

 ・特別支援教育支援員配置事業 

 ・外部講師招聘による特別支援教育推進 

 ・校内支援会や教育支援委員会を活用した支援の充実 

・個別支援シートの活用 

 ・安田中学校バリアフリー化推進事業(エレベーター等の設置) 

・通級教室設置に向けた準備 

 

③ いじめ・虐待から命を守る 

多様化する社会生活や家庭での教育力の低下など、その要因は多岐にわたります

が、次世代を担う子どもたちの命を守ることは、今日、社会の責任であるという自覚

のもと、こころのサインを見逃さないこと、最悪の事態を想定した迅速な対応、関係

者のネットワークの強化など予防的指導に取り組みます。 

【具体的な事業】 

 ・いじめ防止対策推進 

 ・いじめ問題対策連絡協議会による情報共有 

 ・ＱU アンケート調査実施 

 ・スクールカウンセラー活用事業 

 ・スクールソーシャルワーカー活用事業 

              ・学習支援プラットホーム「気持ちメーター」の活用 

 

④ 不登校対策の充実 

児童・生徒の集団づくりやコミュニケーション力の育成、カウンセリングの活用な

ど、不登校の未然防止対策を講じるとともに、早期対応によって不登校からの立ち直

りを図るため、家庭や SC(スクールカウンセラー)、SSW(スクールソーシャルワー

カー)、関係機関とも連携しながら、教職員の共通理解のもとに、不登校の要因やそ

の背景となった事象に応じ、組織的に一貫性ある心に届く指導を推進します。 

【具体的な事業】 

 ・スクールカウンセラー活用事業（再掲） 

 ・スクールソーシャルワーカー活用事業（再掲） 

・学習支援プラットホーム「気持ちメーター」の活用（再掲） 

 

⑤ 健康の基礎づくりの推進 

基本的生活習慣の確立、望ましい食習慣、疾病予防、メンタルヘルスケアなどに

力点を置いた食育を始めとする健康教育に取り組みます。 
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【具体的な事業】 

 ・生活習慣向上推進（再掲） 

・健康教育推進事業 

・学校給食地産地消促進事業 

 

(３) 学校教育環境の充実 

① 安全・安心な学校づくりの推進 

今後 30 年以内に 80％程度の発生確率とされ、東北地方太平洋沖地震を超える津

波が来るなど大きな被害が想定されている南海地震に備えて、避難用具の整備や緊急

地震速報の受信設備の整備などと併せて、定期的な避難訓練の実施など防災教育、防

災学習の徹底を図ります。 

また、老朽化等による学校施設改修等については、学校施設長寿命化計画に基づい

て対応を図ります。 

【具体的な事業】 

 ・防災教育推進事業 

 ・災害備蓄品整備事業 

 ・学校施設安全対策促進 

・安田小学校プール改築事業 

・安田中学校バリアフリー化推進事業(エレベーター等の設置) （再掲） 

 

② 防犯・安全教育の充実 

  複雑化する社会、連帯意識が希薄化する世相を反映して、子どもなど社会的弱者 

が被害者となる痛ましい事件などが多発しています。このため、車社会などの交通事

情にも配慮して、通学路の安全確認や防犯、安全教育の充実を図ります。 

また、スクールガードリーダーの養成や保護者、地域住民による防犯パトロール

の定期実施にも継続して取り組みます。 

【具体的な事業】 

 ・スクールガードリーダーによる巡回指導 

 ・防犯教育推進事業 

 ・交通安全推進事業 

 ・通学路安全対策連絡協議会による安全対策推進 

 ・子ども見守りカメラの設置及び管理 

 ・中学校ヘルメット購入事業 

 

③ 学校における働き方改革の推進 

教職員の長時間労働の是正と負担軽減を図るとともに、より質の高い授業や個々 
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の児童生徒に応じた指導を確保するために、学校組織のマネジメント力の向上と教職

員の意識改革や業務の効率化・削減の取組を進めるとともに、外部スタッフ等の確保

と活用により、学校における働き方改革を進めます。 

また、中学校教員の部活動顧問には、複数顧問体制とすることや、部活動の地域移

行について検討し、教員の時間外業務の負担軽減に取り組みます。 

【具体的な事業】 

・ICT を活用した校務効率化の推進 

・教員業務支援員の配置 

・勤務時間管理の徹底 

・学校閉庁日の設定 

・中学校の休日等部活動の地域移行への検討 

・小学校教科担任制の推進（再掲） 

 

④ 学校規模の適正化推進 

急速な少子化の進行に伴う学校規模の縮小によって、部活動等への影響もあり、

事務局体制を含め中芸地区における広域的学校組織及び運営の検討を働きかけま

す。 

  

  

【社会教育】 

◇生涯にわたって健康でいきいきとかがやき、学び続ける教育の推進◇ 

（１）生涯学習まちづくりの推進 

① 生涯学習の推進 

多様化する住民ニーズに対応した生涯学習推進体制の整備・充実のため、各自治学

級を町内会組織又はその中の学級として位置づけて支援するとともに、各担当課との

連携を密に出前講座を実施します。 

また、10 月を生涯学習強調月間と定め、聴講者の興味、関心度にも配慮した講師

選定など、そのニーズに対応した生涯学習講座を開催し、生涯学習意欲の高揚を図り

ます。 

【具体的な事業】 

 ・生涯いきいき学習講座開催 

 ・文化センター教室の開設 

 ・まちづくり出前講座実施 

       ・文化センター図書の充実 

 



第4章 施策方針と行動計画  

 

- 34 - 

 

② 文化・芸術活動の推進 

文化及び芸術活動については、文化センター教室や公民館教室などを開設し、文化

・芸術活動の推進を行うとともに、その発表の場として、文化祭や芸能発表会などを

主催する町文化協会の活動を支援し、町民の活動意欲を高めます。 

具体的には町文化を振興して全国に発信するため、寧浦全国色紙展を開催し、活動

団体の育成・支援を図るとともに、本町は幕末明治維新の動乱期に活躍した勤王志士

や彼らに大きな影響を与えた著名な儒学者を数多く輩出していることから、これら安

田文化を学び後世に伝えていくため、町文化振興企画員による歴史資料の収集・整理

や関係機関との連携によって、安田まちなみ交流館・和での企画展の開催や講座の開

設など、郷土の先人の顕彰活動に取り組みます。 

【具体的な事業】 

 ・文化センター教室の開設（再掲） 

 ・文化祭、芸能発表会開催 

 ・寧浦全国色紙展開催 

 ・安田まちなみ交流館・和 企画展の開催、郷土の先人の顕彰活動等 

 

③ スポーツ活動の推進 

町民が生涯にわたってスポーツに親しみ、健康づくり、体力づくりを行うため、町 

体育会活動の活性化とスポーツ推進委員によるスポーツの推進を図ります。 

【具体的な事業】 

 ・生涯スポーツ教室開設 

 ・各種スポーツ大会の実施 

・小学校教科担任制の推進（再掲） 

・中学校の休日等部活動の地域移行への検討（再掲） 

 

（２）地域の教育力再生・向上の推進 

① 家庭教育の支援 

保護者の子育てに対する不安や悩みを軽減し、家庭での望ましい子育てを支援する

ため、ＰＴＡ活動の活性化を促し、多様な手段を通じて学習機会や情報の提供に努め

るとともに、保護者間の交流や子育て相談機能の充実を図ります。 

【具体的な事業】 

 ・子育て支援事業（再掲） 

 ・読書活動推進事業（再掲） 

 ・ブックスタート事業 

 ・PTA 活動支援 
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② 地域教育の推進 

これまでの地域教育活動の成果と課題を踏まえ、学校・家庭・地域がそれぞれの役

割を果たしながら、連携・協力して地域全体の教育力を高めることができるよう、地

域ぐるみの教育力の再生、向上を目指します。 

また、コーディネーター・サポーターの精力的な取組によって着実に成果をあげて

きている「放課後子ども教室事業」は、ボランティアの養成・確保に努めながら運営

体制の充実・強化を図るとともに、地域ぐるみで学校運営を支援していくため、高知

県版地域学校協働本部事業の充実を図ります。 

また、日頃体験する機会の少ない舞台芸術や伝統芸能、科学実験教室等の体験をと

おし、次世代を担う子どもたちの豊かな心を育むとともに、将来の夢や希望を育む機

会をつくることを目的に、安田っ子体験事業を引き続いて実施します。 

【具体的な事業】 

 ・地域学校協働本部事業（再掲） 

 ・子ども居場所づくり事業（拡充） 

 ・子ども会活動支援 

 ・安田っ子体験事業（再掲） 

 

（３）明るく健全なまちづくりの推進 

① 人権教育の推進 

自治学級等での人権学習の促進や生涯いきいき学習講座での人権講演の開催、町人

権教育研究協議会の活動支援など、人権尊重の理念に基づき人権教育を推進するとと

もに、福祉館との連携を密に各種施策の展開を図ります。 

【具体的な事業】 

 ・人権教育推進事業(人権学習、人権講演会など) （再掲） 

 ・町人権教育研究協議会との連携強化 

 

② 青少年・女性・高齢者等の学習機会の充実 

地域課題などを学習する機会の提供や町内外の各種団体との交流など青年団活動

を支援するとともに、男女の能力や役割についての偏見を無くし、女性の自立や地位

向上のための学習活動や団体活動などを支援して女性の社会参加を促進します。 

また、高齢者の健康づくりや趣味・教養を深めるため、各種文化教室への参加を促

進するとともに、自治学級活動を支援し、各地域への「出前講座」なども推進します。 

【具体的な事業】 

 ・生涯いきいき学習講座開催（再掲） 

 ・文化センター教室、生涯スポーツ教室の開設（再掲） 
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 ・まちづくり出前講座実施（再掲） 

 ・女性の会等各種団体活動の支援 

 

（４）ふるさと文化の保存・継承 

① 文化財の保存 

関係機関と連携して指定文化財の定期的な巡視を行い、その管理を促進するとと 

もに、歴史的価値を有する住宅等の調査を実施し、国登録有形文化財への登録によっ

て、安田まちなみ交流館・和、その他文化財の保存を推進します。 

【具体的な事業】 

 ・町文化財の定期的な巡視及び保存、管理 

 ・文化財の調査、研究 

 ・文化財保護審議会による審議 

 

② 文化財の継承・活用 

文化財、史跡、森林鉄道遺産、化石発掘体験などの地域資源を活用した交流人口の 

拡大等、町文化振興企画員を中心に観光担当課及び関係市町村等と連携して、地域の

活用化対策に取り組みます。そのためのパンフレット、案内板の作成、設置も促進し

ます。 

また、学校教育における児童・生徒への郷土文化学習（ふるさと学習）の定着、充 

実も図ります。 

【具体的な事業】 

 ・安田まちなみ交流館・和活用 

 ・旧魚梁瀬森林鉄道施設活用 

 ・ふるさと学習推進事業（再掲）  

・中芸５町村文化財保存活用地域計画策定事業 

・町史編さん事業 
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                             (町制施行 100 周年記念ロゴマーク)  

  

 

 

 


